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岐阜県公立学校教員採用選考試験　第１次選考試験

高等学校　理科（化学）

【注意事項】

１　放送で指示があるまで、この問題冊子に手を触れないでください。

２　解答用紙（マークシート）は、マークシート記入要領に従って記入してく
　　ださい。

３　問題の印刷が不鮮明な場合には挙手をして、試験官が来るのを待ってくだ
　　さい。

４　終了後、解答用紙（マークシート）のみ回収します。この問題冊子は各自
　　持ち帰ってください。

　教科専門

　　　　試験時間

１０時３０分～１１時４０分（７０分）
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１ 　 次の設問（ １ ） ～（ １ ２ ） に答えよ 。

（ １ ） 次の図のよ う に， 大き さ の無視でき る 質量 80〔 g〕 の小物体を ， ばね定数 128〔 N/m 〕

の軽いばねに押し つけ， 自然長から 0.10〔 m 〕 だけ縮めて から 放し たと こ ろ， 小物体は

滑ら かな水平面上を 運動し た 後， 斜面を 登り ， 点Ｐ で速さ が 0 になっ た。 物体と 水平

面およ び斜面と の間に摩擦はな く ， 水平面と 斜面は滑ら かに連結さ れて おり ， 重力加

速度を 10〔 m /s2〕と する 。「 ばねから 離れた後の水平面での小物体の速さ 」 と 「 水平面

から 点Ｐ ま での高さ 」 の組合せと し て 最も 適切な も のを， 次の①～⑧の中から 一つ選

べ。 解答番号は１ １ 。

ばね
小物体

自然長から

0.10〔 m 〕だけ

縮めた状態

ばねから 離れた後の水平面

での小物体の速さ

小物体が静止し た
位置Ｐ

水平面から

点Ｐ ま での

高さ

点Ｐ

水平面

水平面での

小物体の速さ〔 m /s〕

水平面から  

点Ｐ ま での高さ〔 m 〕

① 2.0 1.6

② 2.0 0.80

③ 2.5 0.80

④ 2.5 0.40

⑤ 4.0 0.80

⑥ 4.0 0.40

⑦ 8.0 1.6

⑧ 8.0 0.40
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（ ２ ） 0〔 ℃〕， 200〔 g〕 の氷に 1.0 × 10
2
〔 J/s〕 の 割合で熱を 加え た と こ ろ ， 1500〔 s〕 経過し

た と き に 100〔 ℃〕 の水にな っ た。 水の融解熱と し て 最も 適切な も のを ， 次の①～⑤か

ら 一つ選べ。 た だ し ， 水の 質量は変化し な い も の と し ， 水の 比熱は温度に よ ら ず 

4.2〔 J/（ g・ K）〕 と する 。 解答番号は１ ２ 。

①　 1.8 × 102〔 J/g〕　 　 ②　 3.3 × 102〔 J/g〕　 　 ③ 4.2 × 102〔 J/g〕

④　 7.5 × 102〔 J/g〕　 　 ⑤　 1.2 × 103〔 J/g〕

（ ３ ） 抵抗値が 100〔 Ω〕 の５ つの抵抗を ， 次の図のよ う に組み合わせた回路があ る 。 導線

の 抵抗は無視で き る も の と する 。 PQ 間の 合成抵抗と し て 最も 適切な も の を ， 次の 

①～⑧の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ３ 。

Ｐ

Ｑ

①　 10〔 Ω〕　 　 ②　 25〔 Ω〕　 　 ③　 50〔 Ω〕　 　 ④　 75〔 Ω〕　 　 ⑤　 100〔 Ω〕

⑥　 125〔 Ω〕　  ⑦　 150〔 Ω〕　  ⑧　 200〔 Ω〕

（ ４ ） 次の分子のう ち， 共有電子対が最も 少な い分子と し て 最も 適切なも のを， 次の①～

⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ４ 。

①　 NH3　 　 ②　 N 2　 　 ③　 CO2　 　 ④　 CH4　 　 ⑤　 H2O
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（ ５ ） 中和滴定に使用する 実験器具について， 次の（ ア ），（ イ ） の両方に当て はま る も の

と し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ５ 。

（ ア ） 器具の内部が純水で濡れたま ま でも 使用が可能であ る 。

（ イ ） 加熱乾燥さ せて はいけ ない。

①　 ビ ュ レ ッ ト

②　 メ ス フ ラ ス コ

③　 コ ニカ ルビ ーカ ー

④　 ホ ールピ ペッ ト

⑤　 両方に当て はま る も のは上記の実験器具にはない

（ ６ ） あ る 濃度の 過酸化水素水 10.0〔 m L〕 に， 希硫酸を 加え て 酸性と し た 。 こ の 溶液を  

4.00×10
－2
〔 m ol/L〕 の過マン ガン 酸カ リ ウ ム 水溶液で滴定し た と こ ろ ， 19.0〔 m L〕必要

であ っ た。 過酸化水素水のモル濃度と し て 最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から 一

つ選べ。 た だ し ， 希硫酸中で KM nO4 及び H2O2 は以下のよ う にはた ら く 。 解答番号

は１ ６ 。

M nO4
― +  8H＋＋ 5e― → M n2＋＋ 4H2O

H 2O2 → O2 ＋ 2H＋＋ 2e―

①　 1.70×10
－2
〔 m ol/L〕

②　 3.80×10－2〔 m ol/L〕

③　 4.25×10－2〔 m ol/L〕

④　 1.90×10
－1
〔 m ol/L〕

⑤　 3.20×10
－1
〔 m ol/L〕
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（ ７ ） 真核細胞に存在する ミ ト コ ン ド リ ア や葉緑体は， 原始的な 細胞が他の生物と 共生す

る こ と で出現し た と 考え ら れて いる 。 こ の過程を 示し た のが次の図であ る 。 図中のＡ

～Ｄ に該当する 生物や細胞小器官の組合せと し て 最も 適切なも のを， 次の①～⑧の中

から 一つ選べ。 解答番号は１ ７ 。

原始的な
細胞

染色体

共生 共生

原始的な Ａ

Ｂ
核

原始的な Ｃ Ｄ

動物細胞

植物細胞

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① 好気性細菌 葉緑体 シ ア ノ バク テリ ア ミ ト コ ン ド リ ア

② 好気性細菌 葉緑体 アーキ ア ミ ト コ ン ド リ ア

③ 好気性細菌 ミ ト コ ン ド リ ア シア ノ バク テリ ア 葉緑体

④ 好気性細菌 ミ ト コ ン ド リ ア ア ーキア 葉緑体

⑤ 嫌気性細菌 葉緑体 シ ア ノ バク テ リ ア ミ ト コ ン ド リ ア

⑥ 嫌気性細菌 葉緑体 ア ーキア ミ ト コ ン ド リ ア

⑦ 嫌気性細菌 ミ ト コ ン ド リ ア シ ア ノ バク テ リ ア 葉緑体

⑧ 嫌気性細菌 ミ ト コ ン ド リ ア ア ーキ ア 葉緑体

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。
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（ ８ ） タ ン パク 質の設計図と な る DNA の 塩基配列は， ま ず m RNA の塩基配列に転写さ

れる 。 こ の際， DNA の塩基と m RNA の塩基には特定の対関係があ る 。 DNA の塩基

配列が T GA CT GGA A であ る と き ， 転写さ れた m RNA の塩基配列はど のよ う にな る

か。 最も 適切な も のを ， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ８ 。

①　 A A GGUCA GA

②　 UUCCA GUCA

③　 T GA CT GGA A

④　 A CT GA CCT T

⑤　 UGA CUGGA A

⑥　 A CUGA CCUU

（ ９ ） 次のグ ラ フ は， ヘモグ ロ ビ ン の酸素解離曲線を 示す。 こ の曲線は， 二酸化炭素濃度

な ど のさ ま ざ ま な 条件によ っ て 変化する 特性を 持っ て おり ， 二酸化炭素濃度が高い場

合には酸素解離曲線が右下側に移動する 。 こ の特性は， 酸素を 効率的に運搬する 上で

有利に働く 。 仮に， 二酸化炭素濃度が低い呼吸器ではＡ の曲線， 末梢の各組織のよ う

に二酸化炭素濃度が高い条件ではＢ の曲線にな る と する 。 ま た， 呼吸器およ び末梢の

各組織の酸素分圧はそ れぞれ 100〔 m m Hg〕 と 30〔 m m Hg〕 と する 。 こ の条件下で， 全

酸素ヘモグ ロ ビ ン のう ち 何％が酸素を 解離し て 組織に供給する こ と にな る か。 最も 適

切な も のを ， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ９ 。

酸
素
飽
和
度

酸素分圧〔 m m Hg〕

0

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0
20 40 60 80 100

〔 ％〕

Ａ

Ｂ

10 30 50 9070

①　 約 45〔 % 〕　 　 ②　 約 50〔 % 〕　 　 ③　 約 58〔 % 〕　 　 ④　 約 65〔 % 〕　 　

⑤　 約 68〔 % 〕　 　 ⑥　 約 75〔 % 〕

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。
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（ １ ０ ） あ る 地点で地震を 観測し たと き ， 初期微動継続時間が 5〔 s〕 ， 震央距離が 32〔 km 〕

であ っ た 。 こ のと き の震源の深さ と し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ

選べ。 ただし ， 震源距離は大森公式を 利用し ， 計算する こ と 。 比例定数 kは 8〔 km /s〕

と する 。 解答番号は２ ０ 。

①　 20〔 km 〕　 　 ②　 22〔 km 〕　 　 ③　 24〔 km 〕　 　 ④　 26〔 km 〕　 　 ⑤　 28〔 km 〕

（ １ １ ） 次の a ～ e の文章のう ち ， 正し いも のを 〇， 間違っ て いる も のを ×と し た と き の

組合せと し て 最も 適切なも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ １ 。

ａ 　 中緯度帯では， 地表付近から 上空ま で， 西よ り の風が吹いている 。

ｂ 　 エルニーニ ョ 現象は，赤道太平洋東部の海水温が平常時よ り 高く な る 現象であ る 。

ｃ 　 日本付近では， 秋， 北太平洋高気圧が弱ま り ， オホ ーツ ク 海高気圧が強く なる と

停滞前線ができ る 。

ｄ 　 日本付近で見ら れる 冬型の気圧配置は西高東低であ る 。

ｅ 　 地球に入射する 太陽放射エネルギーの約 70〔 % 〕が地表に吸収さ れる 。

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

① 〇 × × 〇 〇

② × × 〇 〇 〇

③ 〇 × 〇 × ×

④ × 〇 × × 〇

⑤ 〇 〇 × 〇 ×
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（ １ ２ ） 次の文章は， 銀河系の 構造について 述べた も のであ る 。（ ア ） ～（ エ） に入る 語

句の組合せと し て 最も 適切な も のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は

２ ２ 。

　 銀河系の構造は， 中央部の膨ら みの部分であ る （ 　 ア 　 ） と ， そ の周辺の連続

的に薄い（ 　 イ 　 ） から な る 。（ 　 イ 　 ） の部分には， 若い星や（ 　 ウ 　 ） な ど が

分布する 。（ 　 イ 　 ） を と り ま く 半径約７ 万５ 千光年の球形の領域を （ 　 エ　 ） と

いう 。 こ の領域には老齢な星団がま ばら に存在し て いる 。

ア イ ウ エ

① ハロ ー ディ ス ク 球状星団 バルジ

② バルジ ディ ス ク 散開星団 ハロ ー

③ ディ ス ク ハロ ー 散開星団 バルジ

④ バルジ ハロ ー 球状星団 ディ ス ク

⑤ ディ ス ク バルジ 散開星団 ハロ ー
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２ 　 次の設問（ １ ） 〜（ ２ ） に答え よ 。

（ １ ） 次の図は， 水酸化ナト リ ウ ム を 生成する た めの， 陽イ オン 交換膜を 使用し た 装置を

示し て いる 。 陽極及び陰極で発生する 気体の組合せと し て 最も 適切な も のを， 次の①

〜⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ３ 。

塩化ナト リ ウ ム
飽和水溶液

水酸化ナト リ ウ ム
水溶液

低濃度塩化
ナト リ ウ ム水溶液

陽イ オン
交換膜

陽極
（ 炭素）

陰極
（ 鉄）

気体気体 水

陽極 陰極

① 酸素 塩素

② 酸素 水素

③ 塩素 酸素

④ 塩素 水素

⑤ 水素 酸素

⑥ 水素 塩素

（ ２ ） 上の装置を 用いて， 5.00〔 A 〕 の電流を 32 分 10 秒流し た。 生成し た 水酸化ナト リ ウ

ム の物質量と し て 最も 適切な も のを， 次の①〜⑤の中から 一つ選べ。 ただし ， フ ァ ラ

デー定数を 9.65 × 10
4
〔 C/m ol〕 と する 。 解答番号は２ ４ 。

①　 1.00 × 10
－ 2

〔 m ol〕

②　 2.00 × 10 － 2〔 m ol〕

③　 5.00 × 10 － 2〔 m ol〕

④　 8.00 × 10
－ 2

〔 m ol〕

⑤　 1.00 × 10 － 1〔 m ol〕

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。
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３ 　 次の設問（ １ ） 〜（ ２ ） に答え よ 。

（ １ ） 次の文章中の（ ア ） 〜（ ウ ） に当て はま る 語句の組合せと し て 最も 適切な も のを ，

次の①〜⑧の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ５ 。

　 亜硫酸ナト リ ウ ム に希硫酸を 加える と ， 気体（ 　 ア 　 ） が発生する 。 塩化ナト リ ウ

ム に濃硫酸を 加え ， 加熱する と 気体（ 　 イ 　 ） が発生する 。 銅に 濃硝酸を 加え る と ， 

（ 　 ウ 　 ） 色の気体が発生する 。

ア イ ウ

① 硫化水素 塩素 赤褐

② 硫化水素 塩素 無

③ 硫化水素 塩化水素 赤褐

④ 硫化水素 塩化水素 無

⑤ 二酸化硫黄 塩素 赤褐

⑥ 二酸化硫黄 塩素 無

⑦ 二酸化硫黄 塩化水素 赤褐

⑧ 二酸化硫黄 塩化水素 無

（ ２ ） ５ 種の 金属イ オ ン （ A g
+
， Na

+
， Zn

2+
， Cu

2+
， Fe

3+
） を 含む水溶液 A を 用意し て，

次のア 〜ウ の操作を 順番に行っ たと こ ろ ， 最終的に沈殿物 B が得ら れた 。 沈殿物 B を

得る こ と によ っ て 確認でき る 金属イ オン と し て 最も 適切なも のを ， 次の①〜⑤の中か

ら 一つ選べ。 解答番号は２ ６ 。

ア 　 水溶液 A に希塩酸を 加え た と こ ろ 沈殿物が生じ た た め， 沈殿物を ろ 過し 取り 除

いた 。

イ 　 ア でろ 過し た 水溶液に硫化水素を 通じ た と こ ろ， 沈殿物が生じ た ため， 再びろ 過

によ り 取り 除いた 。

ウ 　 イ の操作によ り 得ら れた ろ 液を， 加熱し て 過剰の硫化水素を 除いた 後， 希硝酸を

加え た 。 さ ら に， ア ン モニア 水を 過剰に加え た と こ ろ ， 沈殿物 B が得ら れた 。

①　 A g + 　 　 ②　 Na+　 　 ③　 Zn 2+ 　 　 ④　 Cu2+　 　 ⑤　 Fe3+
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４ 　 次の設問（ １ ） 〜（ ２ ） に答え よ 。

（ １ ） 次の文章中の（ ア ） 〜（ ウ ） に当て はま る 語句の組合せと し て 最も 適切な も のを ，

次の①〜⑧の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ７ 。

　 グ ルコ ース はブド ウ 糖と も 呼ばれ， 分子式（ 　 ア 　 ） で表さ れる 。 グ ルコ ース は水

溶液中では３ 種類の異性体が平衡状態にな っ て 存在し て いる 。 α－グ ルコ ース にはヒ

ド ロ キ シ基が（ 　 イ 　 ） 個存在し て いる 。 ま た ， 鎖状グ ルコ ース には， ア ルデヒ ド 基

が存在し ， 還元性を 示すた め， フ ェ ーリ ン グ 液を 加え て 加熱する と （ 　 ウ 　 ） の沈殿

が生じ る 。

ア イ ウ

① C5H10O5 ５ 酸化銅（ Ⅰ）

② C5H10O5 ５ 酸化銅（ Ⅱ）

③ C5H10O5 ６ 酸化銅（ Ⅰ）

④ C5H10O5 ６ 酸化銅（ Ⅱ）

⑤ C6H12O6 ５ 酸化銅（ Ⅰ）

⑥ C6H12O6 ５ 酸化銅（ Ⅱ）

⑦ C6H12O6 ６ 酸化銅（ Ⅰ）

⑧ C6H12O6 ６ 酸化銅（ Ⅱ）

（ ２ ） ス ク ロ ース の酵母によ る 発酵によ っ て， 単糖に分解さ れた 後， エタ ノ ールを 生成す

る 。 ス ク ロ ース 51.3〔 g〕 を 溶かし た 水溶液に酵母を 加え て 発酵さ せた と き ， ス ク ロ ー

ス の 80.0〔 ％〕 が発酵し た と する と ， エタ ノ ールは何 g 得ら れる か。 最も 適切な も の

を ， 次の①〜⑤の中から 一つ選べ。 た だし ， 原子量は， H＝1.0， C＝12.0， O＝16.0 と

する 。 解答番号は２ ８ 。

①　 18.7〔 g〕

②　 22.1〔 g〕

③　 24.5〔 g〕

④　 28.2〔 g〕

⑤　 31.9〔 g〕
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５ 　 次の設問（ １ ） 〜（ ２ ） に答え よ 。

（ １ ） ア ン モニアの合成反応は， 次のよ う に表さ れる 。

N 2（ 気） ＋ 3H 2（ 気） 扌 2NH3（ 気）　 ΔH ＝－92〔 kJ〕

　 こ の合成反応は可逆反応であ る 。 ア ン モニア を 合成する 反応速度を v1 ， ア ン モニア

を 分解する 反応速度を v2 と する と き ， 次の文章中の（ ア ） 〜（ ウ ） に当てはま る 語句

の組合せと し て最も 適切なも のを ， 次の①〜⑧の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ９ 。

　 ア ン モ ニ ア 合 成 の 反 応 に お い て， 反 応 さ せ る 圧 力 を 小 さ く す る と ， v1 は

（ 　 ア 　 ）。 v2 は（ 　 イ 　 ）。 こ の反応が平衡状態になっ た後， 圧力を 小さ く する と ，

平衡は（ 　 ウ 　 ）。

ア イ ウ

① 大き く なる 大き く な る 右に移動する

② 小さ く なる 小さ く な る 右に移動する

③ 大き く なる 小さ く な る 右に移動する

④ 小さ く なる 大き く な る 右に移動する

⑤ 大き く なる 大き く な る 左に移動する

⑥ 小さ く なる 小さ く な る 左に移動する

⑦ 大き く なる 小さ く な る 左に移動する

⑧ 小さ く なる 大き く な る 左に移動する

（ ２ ） 容積が 10〔 L〕 の容器に窒素 2.0〔 m ol〕 と 水素 5.0〔 m ol〕 を 入れて 加熱し ， 一定温度に

保っ た と こ ろ ， ア ン モニ ア が 2.0〔 m ol〕 生じ ， 平衡に達し た 。 こ の温度での平衡定数

と し て最も 適切なも のを ， 次の①〜⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は３ ０ 。

①　 50〔 L2/m ol2〕

②　 60〔 L
2
/m ol

2
〕

③　 70〔 L
2
/m ol

2
〕

④　 80〔 L
2
/m ol

2
〕

⑤　 90〔 L2/m ol2〕


